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校長 井手秀孝

本校では、生徒の学校生活をより充実 したものにす るとともに、地域に愛 され る学校づ くりを推進

している。 これ らを実現す るための取 り組みの一環 として、生徒、保護者、そ して教職員対象の学校

評価アンケー トを実施 し、その結果をもとに教職員による組織的な自己評価 を行い、今後の改善点に

ついて考察 した。本報告書では以下の項 目に関 して述べる。また、本報告書を設置者に提出 し、設置

者所見を添付す る。

。本年度の重点 目標

・項 目の設定

・アンケー ト項 目と結果および 自己評価

・総合評価

。次年度への課題、改善方策

O本年度の重点 目標 生徒指導、進路指導 ごとの項 目を示す。

各教員の取 り組むべ き方向性を明確にす ると

ともに、日々の指導に役立てるようにするために、

具体的かつ明確な重点 目標 を設定 した。

・重点 目標 1

基本的な生活習慣お よび生活態度の向上 (あ

い さつ、掃除、言葉づかい、身だ しなみな ど)

・重点 目標 2

学力向上に向けた授業の 「質」の向上

・重点 目標 3

生徒の自発的学習への意識の向上

・重点 目標 4

健康で充実 した学校生活のための環境づ くり

。重点 目標 5

生徒および保護者が綿得できる進路保障の取

り組み

・重点 目標 6

教職員間および教職員 と保護者間の連携

O項 目の設定

重点 目標 の達成 のための具体的な取組等 を評

価す るために以下の項 目を設定 した。以下に教務、

・毅務 に関 して (関連す る重点 目標 1, 2, 3,

6)

。授業時間の厳 守

・授業 にお け る説 明、板書、発 問な どの実施

方法

・生徒 の発達段階 に即 した指導

・図書館 の計画的利 用や読書活動の推進 の取

り組み

・教科指導 に関す る教職員 間の情報交換

。生徒指導に関 して (関連す る重点 目標 1, 4,

6)

。学校の教職員全体 として生徒指導に取 り組

む体制の整備 の状況

・教職員の問題行動等への対応 (保護者への

対応を含む)の 状況

・学校行事や部活動を通 じて、自ら考え、自

主的・自律的に行動できるとともに、自ら

の言動に責任 を負 うことが出来る指導

・教職員による生徒の交通安全への向上を図

るための取 り組み

・進路指導に関 して (関連す る重点 目標 5, 6)



。資格取得や検定試験へ組織的に取 り組む体

制の整備

・生徒の能力・適性等を発見す るための工夫

・職場体験活動や就業体験が適切に実施 され

ている

Oア ンケー ト項 目と結果お よび 自己評価

今年度の学校評価アンケー トは、コロナ禍の影

響 もあったが、令和 4年 12月 に実施す ることが

できた。アンケー ト紺象が、1,2、 3年生の生徒

およびその保護者、そ して教員 とした。対象人数

は、生徒 487名 、保護者 487名 、教職員 48名 で

あつた。保護者に関 しては、兄弟姉妹の存在は考

慮せず、生徒数 と同人数 とした。アンケー トの回

答数 は、生徒 466名 、保護者 421名 、教職員 42

名であ り、回収率は、生徒 95%、 保護者 86%、

教職員 88%であつた。

アンケー ト結果の評価方法 としては、回答選択

肢において、「そ う思 う」「ややそ う思 う」を肯定

的回答 とし、肯定的回答が 70%を超 えることを

目標 とした。

グラフにおける凡例は表の左から順に■そう思

う、■ややそう思う、□どちらでもない圏あまり

そう思わない、□そう思わない、を表し、表中の

数値はそれぞれの割合をパーセント表示した。

・重点 目標 1

基本的な生活習慣および生活態度の向上 (あ い

さつ、掃除、言葉づかい、身だ しなみな ど)

Ql.生 徒 (あ なた)に とつて、学校生活は全般

的に満足であると思いますか。
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Q2,生徒 (あ なた)は、掃除にしっかり取 り組ん

でいると思いますか。
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Q3.生徒 (あ なた)は 、8時 85分登校や授業開

始の時間を守っていると思いますか。

教職員           ■環野■簡鶴F倒麟塾

生徒

0勁6   20%   40%   60%   80%

a峯3F「触

100%

Q4.生徒 (あ なた)は、学校生活においてモラル

やルール を守っていると思いますか。
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Q5.生徒 (あ なた)は、言葉づかいが適切である

と思いますか。
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Q6.生徒 (あ なた)は 、服装 。頭髪をきちん とし

ていると思いますか。



教職員
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Q7.生徒 (あ なた)は、施設や設備を丁寧に使用

していると思いますか。
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・重点 目標 1の アンケー ト結果 に対す る自己評

価

ほ とん どの質問において生徒や保護者か ら高

い評価 を得た。しか し、それに比べ ると教員の評

価は低 くなってお り、この点に関 しては、教員の

意見を聞きなが ら、改善できるように取 り組む必

要がある。

・重点 目標 2

学力向上に向けた授業の 「質」の向上

Q8.先生の授業の進め方には、工夫がみ られると

思いますか。
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Q9.先生は、学力向上のために学習内容 を熱心に

教 えていると思いますか。
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Q10,授業内容 は、生徒 (あ なた)の進学や就職

を考えた うえで満足できるものですか。
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QH.授業は、わか りやす く、理解できていると

思いますか。
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Q12.生 徒 (あ なた)は、授業を通して、学力が

向上していると思いますか。
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・重点 目標 2のアンケー ト結果に対す る自己評

価

教員 の授業に対す る姿勢や授業の レベルヘの

生徒の評価は比較的高 くなっている。しか し、授

業に対す る工夫や生徒 の理解度に関 しては課題

がみ られた。これ らの結果か ら、授業方法の改善

と学力向上につながる取 り組みな どが今後必要

である。

・重点 目標 3

生徒の自発的学習への意識 の向上



Q13,生徒 (あ なた)は授業に積極的に取 り組ん

でいると思いますか。
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Q14.学校は、生徒 (あ なた)に とつて学習に集

中できる環境であると思いますか。
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Q15,生徒 (あ なた)は、家庭学習をしていると

思いますか。
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Q16.生徒 (あ なた)は、朝読書 (朝 自習)を 有

意義 に活用 していると思いますか。
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。重点 目標 3の アンケー ト結果 に対す る自己評

価

生徒の授業への積極性はあ り、学習に集中でき

「
II  III

る乗境であるものの、家庭学習の定着が出来てい

ないことが明らか となった。今後、生徒の学習習

慣の定着を意識 した取 り組みが必要である。

・重点 目標 4

健康で充実 した学校生活のための環境づ くり

Q17.生徒 (あ なた)は、歓迎遠足や体育大会等

の学校行事に積極的に取 り組んでいると思い

ますか。
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Q18.生 徒 (あ なた)は、部活動 に熱 心に取 り組

んでいると思いますか。
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Q19.先 生は、生徒 (あ なた)の悩みや相談に親

身に応 じていると思いますか。
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Q20,生徒 (あ なた)は、本校の生徒 と良い交友

関係 を築いていると思いますか。
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Q21.学校が行っている交通指導 (自 転車、バイ

ク指導 も含む)は 、適切であると思いますか。
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Q22,生徒 (あ なた)は、有高生としての自覚を

もつて生活 していると思いますか。
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Q23.生徒 (あ なた)は、 日標をもつて 日々の学

校生活を過 ごしていると思いますか。
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Q24.学校の施設・設備は、学習環境の面で充実

していると思いますか。
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。重 点 目標 4の ア ンケー ト結果 に対す る 自己評

価

令 和 4年度後半 は ヨロナ感染 も終息に向かい、

生徒

II  I,

学校行事なども平常に戻 ることができた。しか し、

気持ちの面では平常時に至 らない状況が続いて

いる。このことか ら、肯定的意見が 日標に達 して

いなかったと考えられ る。

・重点 目標 5

生徒および保護者 が納得できる進路保障の取

り組み

Q25.生徒 (あ なた)は、進路実現に向けて、資

格取得や検定試験に取 り組んでいると思いま

すか。
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Q26.学校は、生徒 (あ なた)へ進路についての

十分な情報を知 らせていると思いますか。
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Q27.学校は、進路についての指導・面談を一人

一人丁寧に行つていると思いますか。
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・重点 目標 5の アンケー ト結果に対す る自己評

価

今年度のアンケー トが全学年であつたことも

あ り、例年に比べ ると評価がやや高 くなっていた。

それでも 1、 2年次における進路指導およびその

|■イ   |―



情報発信の改善が必要であると考えられる。

・重点 目標 6

教職員聞および教職員 と保護者間の連携

Q28.学校が保護者に出す文書 。事務連絡等は適

切であると思いますか。
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Q29,授業の円滑な進行のために、教職員間の連

携が図 られていると思いますか。

教職員
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Q30,生 徒 の進 路実現 に向けて、教員 間の連携 が

図られていると思いますか。
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・重点 目標 6のアンケー ト結果 に対す る自己評

価

保護者への一斉 メール等も定着 し、保護者への

連絡は以前 に比べ ると充実 していると考 えてい

たが、肯定的意見は 日標に届かなかった。様々な

情報 を一斉 メール のみな らずホームページ等 も

充実 させて発信す る必要がある。一方、教員の連

携に関 しては低い結果 とな り、改善のための取 り

組みが必要である。

O総合評価

今年度のアンケー トは、全学年の生徒 とその保

護者および教員 を対象に行った。アンケー トの結

果において、“そ う思 う"、 “ややそ う思 う"の 肯

定的な回答が 70%を超 えるものが、昨年 よりも、

やや増加 した。ただ生徒 と保護者の評価より教員

の評価が低 くなる傾 向が引き続 き見 られ るのが

課題である。

重点 目標 1の 基本的な生活習オ
l貫 および生活態

度の向上に対 して、生徒や保護者の評価は高いが、

それに比べると教員の評価は低 くなった。

重点 目標 2の 学力向上に向けた授業の「質」の

向上に対 して、教員の授業に対す る姿勢や授業の

レベルヘの生徒の評価は高かつた。しか し、授業

に対す る工夫や生徒の理解度 に関 しては課題が

み られた。

重点 目標 3の 生徒 の自発的学習への意識の向

上に対 して、生徒の授業への積極性はあり、学習

に集中できる環境であるものの、家庭学習の定着

が出来ていない結果 となつた。

重点 目標 4の健康 で充実 した学校生活のため

の環境づ くりに対 して、令和 4年度はコロナ禍

の状況 も解消に向かつたが、年度前半で学校行事

や部活動では制限が多かったこともあ り、肯定的

な回答は目標に達 していなかった。

重点 目標 5の 生徒および保護者が納得できる

進路保障の取 り組みに対 して、今年度のアンケー

トが全学年であつたこともあ り、例年に比べ ると

評価が高 くなっていた。

重点 目標 6の 教職員間お よび教職員 と保護者

間の連携 に対 して、様々な情報を一斉メールのみ

な らずホームページ等 も充実 させて発信す る必

要性が考えられ る。

O次年度への課題、改善方策

教務

。課題

・読書量の低 さ (朝読書 )

。先生方の達成感

・寮生の環境

改善方策

・授業の公開 と研究協議、授業参観

。新学習指導要項の理解 と教育機材などの活

用



・教科会議の充実

生徒指導

課題

・生徒の主体性の促進、そ して気になるのが、

生徒 の相談を先生が親身になって受―けて

いると感 じている割合が、生徒の方が教職

員 より多い とい う点である。

・改善方策

。一人ひとりに、見て。接 して。親身になり、

相談等に応 じられる環境づくりをするよ

うにしなければならないと感 じる。

進路指導

。課題

・学力の向上が必要

。改善方策

・家庭学習をす るように、また生徒 自身が必

要性 を感 じる授業展開。



設置者所見

本校は、昭和 36年に有明商業高等学校として創立され、今年で創立 62年 となりま

す。

この間、私たちを取 り巻 く環境は、大きく変わ りました。とりわけ、社会の高度情報化、

グローバル化にますます拍車がかかっております。この大きく変化 していく社会の中で、

生徒たちには「生き抜 く力」をしっかり、身につけさせる必要があります。そのために

本校では、「自彊不息」つまり休むことなく自ら勉め励む、という本校の建学の精神に

基づき、努力する習慣を身に付け、何事にも真摯に粘 り強く取組む姿勢を常に大切にし

ていくよう考えています。

また、本校では創立以来、様々な学科の変遷を経てきましたが、現在は、普通科、看

護学科、福祉科、それに、機械科、電気情報科の五つの学科を設置 してお ります。そし

て長い実績を持つ看護学科を中心にしまして、地域の医療や福祉施設、さらに地場産業

など幅広い分野で地域に貢献をしてきたと自負 しております。

今回の学校評価アンケー トの結果につきましては、昨年の結果と比較 して、進路保

障関係では、改善された項目が多かったようですが、授業の質に関する項目は、評価

が下がつているものもあり、今後の課題であると考えます。特に、今年度も教職員の

評価が低い項目が見受けられ、授業の改善に向けての取 り組みが必要であります。理

事長としまして、本校の教育理念を教職員全体に浸透させていくことに力を尽 くして

いきたいと考えています。

これからも、本校は 62年の歴史と伝統を継承 しつつ、人間尊重の精神を基底と

し、新 しい時代に向けて、さらに魅力的な高等学校を目指 して、「限りない挑戦」と

努力をし続けていきたいと思っております。皆様におかれましては、今後なお―層

の、ご指導とご支援を賜 りますよう、お願い申し上げます。

令和 5年 12月 20日

学校法人 有明学園

理事長 井手 秀孝


